
【
世
界
に
冠
た
る
美
し
い
街
・
港
・

横
浜
を
】

　
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
横
浜

港
の
美
し
い
景
観
と
水
域
環
境
を

責
任
を
持
っ
て
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、市
、市
民
、経
済
界
、学
識

経
験
者
等
で
検
討
会
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
　
林
文
子
市
長
は
、
同
感
で
あ
り

市
民
協
働
で
取
り
組
め
る
よ
う
庁

内
体
制
を
検
討
す
る
と
応
じ
ま
し

た
。

【
国
民
読
書
年
】

　
本
年
の「
国
民
読
書
年
」の
取
組

を
学
校
で
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
質
し
ま
し
た
。

　
　
田
村
教
育
長
は
、
秋
の
読
書
週

間
に
合
わ
せ
て
「
は
ま
っ
こ
読
書
の

日
」
を
制
定
し
、
児
童
・
生
徒
・

保
護
者
の
啓
発
を
図
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。
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民衆の
声

ボイ
ス 平

成
22
年
市
会
第
一
回
定
例
会

平
成
22
年
市
会
第
一
回
定
例
会

平
成
22
年
市
会
第
一
回
定
例
会

【
将
来
に
わ
た
る
あ
ん
し
ん
施
策
】

　
今
年
度
よ
り
始
ま
る
障
が
い
者

施
策
で
あ
る
「
将
来
に
わ
た
る
あ

ん
し
ん
施
策
」
を
担
う
人
材
に
つ

い
て
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
　
市
長
は
、
行
政
に
よ
る
公
的
な

制
度
と
適
切
に
組
み
合
わ
せ
、
地

域
で
支
え
あ
う
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
し
、
地
域
の

中
の
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
担

い
手
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
答

え
ま
し
た
。

【
下
水
管
老
朽
化
対
策
】

　
急
激
に
訪
れ
る
下
水
管
老
朽
化

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を

進
め
て
い
く
か
質
し
ま
し
た
。

　
　
市
長
は
、
点
検
調
査
に
よ
る
維

持
管
理
を
行
い
、
老
朽
化
し
た
管

の
敷
設
換
え
に
順
次
取
組
む
こ
と

に
加
え
、
長
寿
命
化
対
策
に
よ

り
、
計
画
的
な
更
新
が
可
能
に
な

る
よ
う
進
め
て
い
く
と
答
え
ま
し

た
。

「
横
浜
市
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」の
一
部
改
正
に
つ
て

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
横
浜
市
情

報
公
開
・
個
人
情
報
審
査
会
の
答

申
を
受
け
て
、
情
報
公
開
請
求
権

の
濫
用
を
禁
止
す
る
内
容
で
す
。

改
正
を
行
う
必
要
性
は
何
か
、
濫

用
禁
止
規
定
の
運
用
に
あ
た
っ

て
、
情
報
公
開
制
度
の
趣
旨
を
担

保
す
る
仕
組
み
は
あ
る
か
質
問
し

ま
し
た
。

　 

市
長
は
、
大
量
の
行
政
文
書
の

開
示
請
求
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、ほ
と
ん
ど
閲
覧
し
な
い
な
ど
業

務
の
停
滞
を
招
く
事
例
が
あ
る
た

め
必
要
と
判
断
し
た
。ま
た
非
開

示
決
定
を
し
た
場
合
に
は
、
横
浜

市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
審
査

会
に
直
ち
に
報
告
す
る
こ
と
と
、

請
求
者
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
や

訴
訟
の
提
起
が
可
能
な
の
で
、
適

正
な
情
報
公
開
制
度
の
運
用
は

担
保
で
き
る
と
答
え
ま
し
た
。

■
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ー
ス
ト

   

《
子
ど
も
優
先
》社
会
へ
前
進

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
編
成
さ
れ
た

22
年
度
予
算
で
は
、
一
般
会
計
が
5
年
ぶ
り

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、
公

明
党
市
議
団
が
こ
れ
ま
で
拡
充
を
主
張
し

て
き
た
妊
婦
健
診
費
用
助
成
や
小
児
医
療

費
助
成
等
に
加
え
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解

消
、
産
科
・
小
児
科
医
療
、
救
急
医
療
体
制

の
充
実
、
き
め
細
か
な
教
育
の
推
進
等
の
事

業
に
予
算
が
重
点
配
分
さ
れ
、
チ
ャ
イ
ル
ド

フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
へ
一
歩
前
進
し
た
と
い

え
ま
す
。

■
障
が
い
者
や

　
高
齢
者
の
あ
ん
し
ん

　「
将
来
に
わ

た
る
あ
ん
し
ん

施
策
」は
、
障
が

い
を
お
持
ち
の

方
が
安
心
し
て

地
域
生
活
を
送

る
た
め
の
総
合

的
支
援
策
と
し

て
、
22
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
親
亡
き
後
の
後
見
的
支
援
の
充
実
、
障
が

い
者
の
高
齢
化
・
重
度
化
へ
の
対
応
、
地
域

生
活
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
を
柱
に
地
域

展
開
さ
れ
ま
す
。

　「
介
護
総
点
検
」
を
実
施
し
た
公
明
党
市

議
団
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
平

成
37
年
に
向
け
て
、
介
護
施
設
を
倍
増
、
特

定
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
3
倍
増
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
22
年
度
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
、
身

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日）
 ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

消費生活総合センター電話相談消費生活総合センター電話相談消費生活総合センター電話相談 ◆中小企業経営のあらゆるご相談は◆

横浜市中小企業支援センターへ

4月から市営住宅の優先倍率がわかりやすくなります

Tel.045-664-2525 Fax.664-2828

Tel.045-225-3700 Fax.045-225-3737

Tel.045-845-6666 〒231-0011 横浜市中区太田町2丁目23番地横浜メディア・ビジネスセンター7F

　　　　     （財）横浜企業経営支援財団

①優先倍率に相当する数の抽選番号を渡します。
　　　　　　　　　　　　　　　例）5倍優遇の方→5つの抽選番号
②「地域」ごとの募集をやめ、「区ごと」募集と「建物ごと」募集を開始します。
③「市内一括」枠を創設し、場所にこだわらず入居を希望する方に応えます。
※募集の日程等は、広報よこはま4月号や横浜市ホームページをご覧下さい。

Tel.045-201-1174（イイナース）
夜間・休日のこどもの急病時にも安心の電話相談

2010年10月からは受付時間が拡大されます！

小児救急電話相談小児救急電話相談小児救急電話相談
■月曜～金曜…18時～24時　 

■土曜…13時～24時

■日曜・祝日（年末年始12／29～1／3）…13時～24時

●平日………9時～17時15分

●土日………9時～16時45分

公
明
党
の
主
張
が
実
現
！

　　　   

〜
平
成
二
十
二
年
度
予
算
〜

公
明
党
の
主
張
が
実
現
！

　　　   

〜
平
成
二
十
二
年
度
予
算
〜

団長
南区選出
仁田 昌寿

予
算
代
表
質
疑

政調会長
緑区選出
高橋 正治

予
算
関
連
質
疑

港南区選出

榊原 泰子

議
案
関
連
質
疑

近
な
地
域
で
24
時
間
3
6
5
日
サ
ー
ビ
ス
利

用
で
き
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
を
整
備
し
ま
す
。

■
地
域
経
済
の
活
性
化
と

　
雇
用
創
出

　
市
内
企
業
へ
の
事
業
量
確
保
の
た
め
、
道

路
修
繕
費
や
公
園
整
備
費
等
が
拡
充
さ
れ
、

公
共
建
築
物
長
寿
命
化
予
算
が
維
持
さ
れ
ま

し
た
。同
時
に
、
緊
急
借
換
支
援
資
金
や
経
営

再
建
支
援
資
金
等
の
融
資
枠
が
、
過
去
最
大

規
模
で
確
保
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
「
低
炭
素
も

の
づ
く
り
」
を
促
進
す
る
技
術
開
発
支
援
も

行
い
ま
す
。

　
市
民
の
雇
用
創
出
も
引
き
続
き
の
課
題
で

す
。若
者
か
ら

中
高
年
齢
者
の

就
職
支
援
や
、

ひ
と
り
親
家
庭

の
自
立
支
援
ま

で
多
様
な
支
援

策
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。
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政調最前線政調最前線政調最前線

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
が
増
え
て
い
ま

す
。適
切
な
療
育
を
提
供
す
る
た
め
、
22
年
度

は
南
部
と
北
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
2
ケ

所
に「
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」が
設
置
さ
れ
ま

す
。そ
の
後
、
順
次
5
つ
の
地
域
療
育
セ
ン

タ
ー
と
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
も
設
置
さ
れ
、
集
団
療
育
等
の
支
援

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
介
護
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
は
、
現
在
区

の
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
で
相
談
で
き
ま
す
が
、
今
後
は
、
増
加
が

見
込
ま
れ
る
認
知
症
の
方
や
そ
の
介
護
者

へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

す
。
22
年
度
に
は
「
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
介
護
の
専
門
家
等
が
電

話
相
談
に
応
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
公
明
党
市
議
団
の
提
案
で
始
ま
っ
た
、
横
浜
市

小
児
救
急
電
話
相
談
の
受
付
時
間
が
朝
8
時
ま
で

に
延
長
さ
れ
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
倍
増
し
ま
す
。ま

た
新
設
さ
れ
る
産
科
あ
ん
し
ん
電
話
相
談
（
番
号

未
定
）は
、分
娩
可
能
な
医
療
機
関
の
情
報
等
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
小
児
救
急
電
話
相
談
】 

0
4
5
・
2
0
1
・
1
1
7
4

　
不
登
校
や
発
達
障
が
い
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
･
生
徒
が
増
加
す

る
な
ど
、
教
育
現
場
の
課
題
は
急
速
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。公
明
党
市
議
団

は
い
ち
早
く
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
導
入
を
提

唱
す
る
な
ど
、
現
場
へ
の
人
的
支
援
の
拡
大
に
努
め

て
き
ま
し
た
。22
年
度
は
市
立
小
学
校
70
校
に
「
児
童

支
援
専
任
教
諭
」
が
配
置
さ
れ
課
題
対
応
に
取
組
み

ま
す
。ま
た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
増
員

し
、
学
級
運
営
や
き
め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
な
い

ま
す
。

き
め
細
か
な
教
育
の
推
進

介
護
の
不
安
を
軽
減
す
る
相
談
体
制
の
充
実

介
護
の
不
安
を
軽
減
す
る
相
談
体
制
の
充
実

介
護
の
不
安
を
軽
減
す
る
相
談
体
制
の
充
実

き
め
細
か
な
教
育
の
推
進

き
め
細
か
な
教
育
の
推
進

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
適
切
な
療
育
を
提
供

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
適
切
な
療
育
を
提
供

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
適
切
な
療
育
を
提
供

小
児
救
急
電
話
相
談
の
拡
充
と

産
科
あ
ん
し
ん
電
話
相
談

小
児
救
急
電
話
相
談
の
拡
充
と

産
科
あ
ん
し
ん
電
話
相
談

小
児
救
急
電
話
相
談
の
拡
充
と

産
科
あ
ん
し
ん
電
話
相
談

横浜の未来を
拓き市民の声

を形にするた
め、

　　　　　政
調（政務調査

）活動に取り
組んでいます

！

　　少子高齢化が進展していく中で、地域で安心して暮らして

いける生活基盤の中核となるのが商店街であると考えてい

ます。そこで、活性化に取組む市内の商店街を訪問しました。

和田町商店街は地元大学と連携し、「わだまちイキイキプロ

ジェクト」で商店街の新たな魅力と将来像を作り出そうとし

ています。

　　商店街ホームページの作成やイベントの活性化、将来の街

路づくり等について、大学生・大学院生が実地研究として取

り組み、商店街

は若者の新鮮な

アイデアを取り

込んで、将来を

見据え活性化し

ようとするもの

です。

　　ニート・引きこもり等、困難を抱える若者の存在が社会問

題となってきた中、こうした若者の自立支援の事例を調査す

るため、若者自立塾「よこはまアプレンティスシップセンター

(Y-MAC)」を運営するK2インターナショナル(磯子区)を訪問

しました。

　　Y-MACは、就職し社会的に自立する前段階で、社会不適応

などの課題を抱える若者への支援プログラムを提供していま

す。同センターが運営するお好み焼き店「ころんぶす」での若

いスタッフとの

仕事といった

経験が、本格就

労への大きな

橋渡しになり

ます。

■大学生との協働で挑戦し続ける

　　商店街の新たな魅力づくり

■重要性増す、

　　就業に困難を抱える若者への支援策

和田町商店街《保土ケ谷区》

《市民1人あたり予算の使い道（一般会計）》

市民１人あたり合計額
370,387円

福祉・保健・医療に
96,009円

地下鉄・バス・水道事業に
7,503円

ごみの処理や
減量・リサイクルに
14,533円

道路・住宅・
計画的な街づくりに

42,213円

横浜の魅力づくりや
経済の発展に
38.461円

行政の運営に
35,666円

市民活動や
区行政の運営に
12,847円

子育て・教育に
79,015円

安全な街に
11,155円

地球温暖化対策や水緑の保全に
32,985円

2.0％

26.0％

21.3％

3.5％3.0％
8.9％

3.9％

11.4％

10.4％

9.6％

　
横
浜
市
に
は
昭
和
56
年
5
月
以
前

に
建
て
ら
れ
た
在
来
工
法
の
木
造
住
宅

に
無
料
耐
震
診
断
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
22
年
度
か
ら
貸
家（
ア
パ
ー
ト
）に

１
万
円
の
負
担
で
耐
震
診
断
を
受
け
ら

れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。ま
た
特
定

の
地
区
で
は
老
朽
家
屋
の
一
部
分
を
耐

震
補
強
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
、
工

事
費
用
補
助
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
緊
急
交
通
路
指
定
想
定
路

線
」
に
面
し
た
一
定
以
上
の
高
さ
の
建

築
物
は
、用
途
・
面
積
に
よ
ら
ず
耐
震
診

断
費
用
の
3
分
の
2
（
上
限
3
6
0
万

円
）の
補
助
を
利
用
で
き
ま
す
。

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
横
浜
市
は
保
育
所
待
機
児
童
の
解

消
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
6
年
間
で
1
万

2
0
0
0
人
の
定
員
増
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。保
育
所
の
数
と
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
は
増
え
ま
し
た
が
、
利
用
地
域
や

年
齢
に
よ
っ
て
は
定
員
割
れ
の
保
育

所
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
公
明
党
市
議
団
は
、
運
営

補
助
金
や
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
の

あ
り
方
、
通
園
支
援
な
ど
を
提
言
し

て
き
ま
し
た
。
22
年
度
は
保
育
所
新

設
や
増
改
築
、
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
等
で
2
1
0
3
人
の
定
員
増

と
な
り
ま
す
。

保
育
所
待
機
児
童
を
解
消

保
育
所
待
機
児
童
を
解
消

保
育
所
待
機
児
童
を
解
消

イ
イ
ナ
ー
ス

　
21 
年
度
補
正

予
算
で
全
額
国

費
に
よ
り
行
な

わ
れ
た
女
性
特

有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン

配
布
事
業
は
、

鳩
山
政
権
下

で
、
国
負
担
が

半
額
に
削
減
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
施
策
は
公
明
党
が
一

貫
し
て
推
進
し
て
き
て
お
り
、
横
浜
市

は
22
年
度
、
事
業
が
重
要
と
考
え
、
半
額

を
市
費
負
担
と
し
て
昨
年
同
様
配
布
す

る
と
し
ま
し
た
。
23
年
度
以
降
の
事
業

継
続
に
つ
い
て
市
長
は
「
国
の
動
向
等

を
見
な
が
ら
判
断
し
た
い
」
と
し
ま
し

た
が
、
公
明
党
市
議
団
は
国
会
議
員
と

も
連
携
し
全
力
で
推
進
し
ま
す
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン



【
世
界
に
冠
た
る
美
し
い
街
・
港
・

横
浜
を
】

　
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
横
浜

港
の
美
し
い
景
観
と
水
域
環
境
を

責
任
を
持
っ
て
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、市
、市
民
、経
済
界
、学
識

経
験
者
等
で
検
討
会
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
　
林
文
子
市
長
は
、
同
感
で
あ
り

市
民
協
働
で
取
り
組
め
る
よ
う
庁

内
体
制
を
検
討
す
る
と
応
じ
ま
し

た
。

【
国
民
読
書
年
】

　
本
年
の「
国
民
読
書
年
」の
取
組

を
学
校
で
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
質
し
ま
し
た
。

　
　
田
村
教
育
長
は
、
秋
の
読
書
週

間
に
合
わ
せ
て
「
は
ま
っ
こ
読
書
の

日
」
を
制
定
し
、
児
童
・
生
徒
・

保
護
者
の
啓
発
を
図
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。
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市
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回
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会

平
成
22
年
市
会
第
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回
定
例
会

平
成
22
年
市
会
第
一
回
定
例
会

【
将
来
に
わ
た
る
あ
ん
し
ん
施
策
】

　
今
年
度
よ
り
始
ま
る
障
が
い
者

施
策
で
あ
る
「
将
来
に
わ
た
る
あ

ん
し
ん
施
策
」
を
担
う
人
材
に
つ

い
て
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
　
市
長
は
、
行
政
に
よ
る
公
的
な

制
度
と
適
切
に
組
み
合
わ
せ
、
地

域
で
支
え
あ
う
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
し
、
地
域
の

中
の
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
担

い
手
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
答

え
ま
し
た
。

【
下
水
管
老
朽
化
対
策
】

　
急
激
に
訪
れ
る
下
水
管
老
朽
化

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を

進
め
て
い
く
か
質
し
ま
し
た
。

　
　
市
長
は
、
点
検
調
査
に
よ
る
維

持
管
理
を
行
い
、
老
朽
化
し
た
管

の
敷
設
換
え
に
順
次
取
組
む
こ
と

に
加
え
、
長
寿
命
化
対
策
に
よ

り
、
計
画
的
な
更
新
が
可
能
に
な

る
よ
う
進
め
て
い
く
と
答
え
ま
し

た
。

「
横
浜
市
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」の
一
部
改
正
に
つ
て

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
横
浜
市
情

報
公
開
・
個
人
情
報
審
査
会
の
答

申
を
受
け
て
、
情
報
公
開
請
求
権

の
濫
用
を
禁
止
す
る
内
容
で
す
。

改
正
を
行
う
必
要
性
は
何
か
、
濫

用
禁
止
規
定
の
運
用
に
あ
た
っ

て
、
情
報
公
開
制
度
の
趣
旨
を
担

保
す
る
仕
組
み
は
あ
る
か
質
問
し

ま
し
た
。

　 

市
長
は
、
大
量
の
行
政
文
書
の

開
示
請
求
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、ほ
と
ん
ど
閲
覧
し
な
い
な
ど
業

務
の
停
滞
を
招
く
事
例
が
あ
る
た

め
必
要
と
判
断
し
た
。ま
た
非
開

示
決
定
を
し
た
場
合
に
は
、
横
浜

市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
審
査

会
に
直
ち
に
報
告
す
る
こ
と
と
、

請
求
者
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
や

訴
訟
の
提
起
が
可
能
な
の
で
、
適

正
な
情
報
公
開
制
度
の
運
用
は

担
保
で
き
る
と
答
え
ま
し
た
。

■
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ー
ス
ト

   

《
子
ど
も
優
先
》社
会
へ
前
進

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
編
成
さ
れ
た

22
年
度
予
算
で
は
、
一
般
会
計
が
5
年
ぶ
り

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、
公

明
党
市
議
団
が
こ
れ
ま
で
拡
充
を
主
張
し

て
き
た
妊
婦
健
診
費
用
助
成
や
小
児
医
療

費
助
成
等
に
加
え
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解

消
、
産
科
・
小
児
科
医
療
、
救
急
医
療
体
制

の
充
実
、
き
め
細
か
な
教
育
の
推
進
等
の
事

業
に
予
算
が
重
点
配
分
さ
れ
、
チ
ャ
イ
ル
ド

フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
へ
一
歩
前
進
し
た
と
い

え
ま
す
。

■
障
が
い
者
や

　
高
齢
者
の
あ
ん
し
ん

　「
将
来
に
わ

た
る
あ
ん
し
ん

施
策
」は
、
障
が

い
を
お
持
ち
の

方
が
安
心
し
て

地
域
生
活
を
送

る
た
め
の
総
合

的
支
援
策
と
し

て
、
22
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
親
亡
き
後
の
後
見
的
支
援
の
充
実
、
障
が

い
者
の
高
齢
化
・
重
度
化
へ
の
対
応
、
地
域

生
活
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
を
柱
に
地
域

展
開
さ
れ
ま
す
。

　「
介
護
総
点
検
」
を
実
施
し
た
公
明
党
市

議
団
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
平

成
37
年
に
向
け
て
、
介
護
施
設
を
倍
増
、
特

定
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
3
倍
増
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
22
年
度
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
、
身

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日）
 ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

消費生活総合センター電話相談消費生活総合センター電話相談消費生活総合センター電話相談 ◆中小企業経営のあらゆるご相談は◆

横浜市中小企業支援センターへ

4月から市営住宅の優先倍率がわかりやすくなります

Tel.045-664-2525 Fax.664-2828

Tel.045-225-3700 Fax.045-225-3737

Tel.045-845-6666 〒231-0011 横浜市中区太田町2丁目23番地横浜メディア・ビジネスセンター7F

　　　　     （財）横浜企業経営支援財団

①優先倍率に相当する数の抽選番号を渡します。
　　　　　　　　　　　　　　　例）5倍優遇の方→5つの抽選番号
②「地域」ごとの募集をやめ、「区ごと」募集と「建物ごと」募集を開始します。
③「市内一括」枠を創設し、場所にこだわらず入居を希望する方に応えます。
※募集の日程等は、広報よこはま4月号や横浜市ホームページをご覧下さい。

Tel.045-201-1174（イイナース）
夜間・休日のこどもの急病時にも安心の電話相談

2010年10月からは受付時間が拡大されます！

小児救急電話相談小児救急電話相談小児救急電話相談
■月曜～金曜…18時～24時　 

■土曜…13時～24時

■日曜・祝日（年末年始12／29～1／3）…13時～24時

●平日………9時～17時15分

●土日………9時～16時45分

公
明
党
の
主
張
が
実
現
！

　　　   

〜
平
成
二
十
二
年
度
予
算
〜

公
明
党
の
主
張
が
実
現
！

　　　   

〜
平
成
二
十
二
年
度
予
算
〜

団長
南区選出
仁田 昌寿

予
算
代
表
質
疑

政調会長
緑区選出
高橋 正治

予
算
関
連
質
疑

港南区選出

榊原 泰子

議
案
関
連
質
疑

近
な
地
域
で
24
時
間
3
6
5
日
サ
ー
ビ
ス
利

用
で
き
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
を
整
備
し
ま
す
。

■
地
域
経
済
の
活
性
化
と

　
雇
用
創
出

　
市
内
企
業
へ
の
事
業
量
確
保
の
た
め
、
道

路
修
繕
費
や
公
園
整
備
費
等
が
拡
充
さ
れ
、

公
共
建
築
物
長
寿
命
化
予
算
が
維
持
さ
れ
ま

し
た
。同
時
に
、
緊
急
借
換
支
援
資
金
や
経
営

再
建
支
援
資
金
等
の
融
資
枠
が
、
過
去
最
大

規
模
で
確
保
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
「
低
炭
素
も

の
づ
く
り
」
を
促
進
す
る
技
術
開
発
支
援
も

行
い
ま
す
。

　
市
民
の
雇
用
創
出
も
引
き
続
き
の
課
題
で

す
。若
者
か
ら

中
高
年
齢
者
の

就
職
支
援
や
、

ひ
と
り
親
家
庭

の
自
立
支
援
ま

で
多
様
な
支
援

策
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。


